
   

MBA 等で活用されているケーススタディ、ケースメソッド等の手法を参考に、当事業のプログラム開

発委員会が開発した事例研究型教育手法及び独自作成事例による事業開発手法（事例の研究及

び問題解決の提案）を学ぶ。当事例研究型教育手法は、MBA 等で活用されているケーススタディ、

ケースメソッド等の手法を参考に、本学の業務改革型 PBL で約 10 年間に渡って実践・改善が繰り返

し行われている手法と、最近流行りのアイディアソンの手法を土台にして設計及び開発を行っている。

実際の授業は、学生は 4 名程度のグループを構成、あらかじめ準備された複数の事例・課題に対し

て、学生による事前準備（授業外）、4 名程度のグループでの演習・議論（90 分×3 回）、クラス単位

での発表・議論（90 分）を繰り返し行う。また、事例研究型科目は日曜終日 3 回及び土曜夜 1 回の 4

週間の週末に渡る集中講義で開講している。 

 

 

                   表 9： 事例研究型授業のスケジュール 
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3.3    事例例教材開発  

3.3.1    事業アーキテクチャ研究（ケース 1）  

• 作成責任者：亀井 省吾 氏（産業技術大学院大学 特任准教授） 

• タイトル：「株式会社スワン−特例子会社ベーカリーが実現したプロセス・イノベーションとコラボ

レーション−」 

• 教材資料：以下、資料 1 枚目のみ添付（全編抜粋を「5 付録」へ掲載） 
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3.3.2    事業アーキテクチャ研究（ケース 2）  

• 作成責任者：亀井	
 省吾 氏（産業技術大学院大学 特任准教授） 

• タイトル：「株式会社もちひこ−産業用テントメーカーの新たな挑戦−」 

• 教材資料：以下、資料 1 枚目のみ掲載 
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3.3.3    事業アーキテクチャ研究（ケース 3）  

• 作成責任者：戸沢	
 義夫 氏（産業技術大学院大学 情報アーキテクチャ専攻 教授） 

• タイトル：「インキュベクス株式会社の新たな取り組み」 

• 教材資料：以下、資料 1 枚目のみ掲載 
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